

基準適合チェックシート


本チェックシートを使用する際には、

共通表紙と該当する行為のページのみを使用して下さい。

目次
共通表紙
２
建築物
３

工作物
１２

開発行為
２１

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採、その他の土地の区画形質の変更
２７

木竹の植栽、伐採
３３

屋外における土石、廃棄物、再生資源等その他物件の堆積
３４

水面の埋立て、干拓
４０

特定照明
４１
	申請者名
	
	申請日
	平成 
	
	年
	
	月
	
	日


	行為の種類
	

	類型別
	□
	海・河川
	□
	緑・農地・集落

	
	□
	商業地（区分ア・イ・ウ）
	□
	住宅地（区分ア・イ・ウ）

	
	□
	工業・大規模施設用地
	
	


	行為の場所

○所在地
うるま市　

	○下図に行為の場所の位置を示してください。[image: image1.jpg]WAET B
- o1l
Rt

. A
L

[ EE PR
-
B







（１）高さ・配置
	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考
（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・高さ11ｍ以下とすること
（最大３階程度）。【海】【緑】
	□該当する

□該当しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・高さ14ｍ以下とすること
（最大４階程度）。【住：区分ア】
	□該当する

□該当しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・高さ17ｍ以下とすること
（最大５階程度）。【商：区分ア】【住：イ】
	□該当する

□該当しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・高さ20ｍ以下とすること
（最大６階程度）。【商：区分イ】
	□該当する

□該当しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・高さ25ｍ以下とすること
（最大７階程度）。【商：区分ウ】【工】
	□該当する

□該当しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・屋上に設置する建築設備の高さは５ｍ以下にすること。
	□建築設備を設置する

□建築設備を設置しない
	高さ
	
	ｍ
	

	・以上の高さ制限については、公益上やむを得ない理由又はその他市長が認める理由があると認められる場合で、高さ制限を緩和しても景観づくりの方針に則り良好な景観の形成を図ることができると認められる場合は、高さ制限の緩和を受けることができる。
	□緩和が必要　→　→　→

□緩和は不要
	□協議済み

□協議中

□未協議
	

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、高さ・配置等に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・緑の骨格軸の近傍においては、稜線を乱さないよう、高さ・配置に配慮すること。
	□緑の骨格軸に位置する→

□緑の骨格軸に位置しない
	□配慮した

□配慮していない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。また、建築物による圧迫感を軽減し、開放感のある水辺空間を確保するため、建築物の壁面はできる限り水際から後退させること。【海】
	□該当する　→　→　→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	

	・道路や公園等の公共空間に圧迫感を与えないよう、建築物の壁面は、公共空間側の敷地境界線からできる限り後退させること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・屋外・屋上に設置する建築設備については、道路や公園等の公共の場所から容易に見通せないような場所に配置したり、遮蔽するなど、目立たせないように工夫すること。
	□配慮した

□配慮していない

□建築設備は設置しない
	

	・駐車場を屋外に設置する場合は、できる限り道路や公園等の公共の場所から容易に見通せないような場所に配置すること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・太陽光パネルを設置する場合は、できる限りパネルの最上部が当該建築物の高さを超えないようにし、屋根と一体化させること。また、周辺の景観との調和に配慮するとともに、道路や公園等の公共の場所から目立たないよう配置等を工夫すること。
	□配慮した

□配慮していない

□太陽光パネルは設置しない
	


（２）形態・意匠・色彩
	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・緑の骨格軸の近傍においては、稜線や斜面地の傾斜になじませるよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	□緑の骨格軸に位置する→　

□緑の骨格軸に位置しない
	□配慮した

□配慮していない
	

	・大規模建築物の建築においては、外壁に動きを与えたり、棟を分けるなど、圧迫感の軽減に努めること。
	□配慮した

□配慮していない

□大規模建築物に該当しない
	

	・石垣、カー（湧水・井戸）、あしびなー(遊び場)などの集落を構成する要素が敷地内にある場合は、できる限り従前のまま残すこと。
	敷地内にある集落の構成要素の種類または名称
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	
	
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・赤瓦や琉球石灰岩などの本市又は本県の景観特性を特徴づける地場産材や、木材、石材などの自然素材の活用に努めること。
	□活用した

□活用していない
	
	

	・冷たさを感じさせる素材又は反射光のある素材については壁面などの大部分にわたっての使用を避けること。
	□使用した

□使用していない
	
	

	・耐久性及び耐候性に優れた素材をできる限り活用すること。
	□活用した

□活用していない
	
	

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・建築物の外壁の大部分を占める色彩(基調色)は、落ち着いた白または淡い色彩を基調とし、周辺景観との調和に配慮すること。（マンセル・カラー・システム値：明度８以上、彩度２以下。ただし、木材、石材、素焼き、コンクリート、金属、ガラスなどの素材色は除く。）
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・デザインのアクセントとして壁面や軒裏に対して基調色の範囲外の高明度・高彩度の色彩（アクセント色）を使用する場合は、周辺景観との調和に考慮するとともに、使用面積は各立面の表面積の５％以下にとどめること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する　→　→　→　
□該当しない
	□配慮した

（色彩の詳細は次のページに記入）

□配慮していない
	

	・商業地の賑わいを創出するため、デザインのアクセントとして壁面や軒裏に対して上記範囲外の高明度・高彩度の色彩（アクセント色）を使用する場合は、周辺景観との調和に考慮するとともに、使用面積は各立面の表面積の10％以下にとどめること。【商】
	□該当する　→　→　→　

□該当しない
	□配慮した

（色彩の詳細は次のページに記入）

□配慮していない
	

	・屋根の色彩は、外壁で使用した色の類似色を使用するなど、建築物全体のバランスに配慮するとともに、周辺景観との調和に配慮すること。なお、原色の使用は避けること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・背景となる空や緑、街並みとの調和に配慮した色彩とすること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	


別表「色彩・素材計画」

□外壁
	東面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％



	西面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


	南面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


	北面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


□屋根

	形状
	

	仕上材
	

	色彩
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)


（３）緑化等

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	
	
	

	・緑地率５％以上または緑被率10％以上とすること。【商：区分イ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率10％以上または緑被率20％以上とすること。【商：区分ア・ウ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・大型小売店舗（店舗面積1,000㎡以上）や宿泊施設は、所在するエリアに関係なく緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。
	□該当する→　→
□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率及び緑被率に基づき緑化する場合は、できる限り道路・公園などの公共空間側に配置し、緑を感じられる街並みを演出すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・グスクロードに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を15％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・あやはしパールラインに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を20％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・道路や公園等の公共の場所に面する部分については、花などを植えることにより、明るく華やかな街並みづくりに努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・大規模な建築物の周辺においては、敷地内緑化、壁面緑化、屋上緑化により圧迫感の軽減に努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内緑化にあたっては、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	重要な生息環境や樹木等
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観をまもり・つくるため、できる限り水辺に面する部分の緑化に努めること。【海】
	□該当する→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	


別表「緑化基準計算シート」

□緑地率（太枠内の必要事項に記入してください）
	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	水平投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	沖縄の素材
	・

・

・

・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑地面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑地率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑被率（太枠内の必要事項に記入してください）
	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	屋上緑化・棚もの
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	フェンス・ブロック等の緑化

ベランダ・壁面緑化
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	垂直投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	
	㎡


	緑被面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑被率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑視率（太枠内の必要事項に記入してください）
	
	グスクロード・あやはしパールラインに接する部分の間口
	高さ
	面積

	空間領域
	
	ｍ
	×10ｍ＝
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離※
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	垂直投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	・
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	芝・芝ブロック・家庭菜園等
	水平投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	投影面積
	
	
	
	緑地面積

	屋上・壁面緑化等
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	垂直投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑視面積小計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑視率＝（Ｅ）/空間領域×100
	
	％


※：花壇・生垣等の公共空間からの距離は、緑地の公共空間側の立面と公共空間との境界線の間の距離を指す。
（１）高さ・配置

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・周囲の街並みと調和させるよう、工作物の高さは周辺の建築物と同程度の高さに抑えること。ただし、機能上支障がある場合はこの限りではないが、必要最低限の高さにとどめること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、高さ・配置等に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・緑の骨格軸の近傍においては、稜線を乱さないよう、高さ・配置に配慮すること。
	□緑の骨格軸に位置する→

□緑の骨格軸に位置しない
	□配慮した

□配慮していない
	

	・道路や公園等の公共空間に圧迫感を与えないよう、公共空間側の敷地境界線からできる限り後退させること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・周辺の景観を阻害しないよう、周辺の地形や街並みの状況に配慮した配置にすること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・屋外・屋上に設置する設備については、道路や公園等の公共の場所から容易に見通せないような場所に配置したり、遮蔽するなど、目立たせないように工夫すること。
	□配慮した

□配慮していない
□屋外・屋上に設備は設置しない
	

	・駐車場を屋外に設置する場合は、できる限り道路や公園等の公共の場所から見通せないような場所に配置すること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・太陽光パネルを設置する場合は、シンボル景観拠点や眺望拠点などの主要な眺望点や、道路・公園等の公共空間から目立たないよう高さ・配置を工夫すること。
	□配慮した

□配慮していない

□太陽光パネルは設置しない
	

	・墓地は、できる限り道路・公園などの公共の場所から容易に見通せない位置に配置すること。やむを得ず見通せる場所に建設する場合は、形態・意匠の工夫や敷地内緑化等により周辺景観との調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない

□該当しない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。また、工作物による圧迫感を軽減し、開放感のある水辺空間を確保するため、壁面等はできる限り水際から後退させること。【海】
	□配慮した

□配慮していない
	


（２）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・緑の骨格軸の近傍においては、稜線や斜面地の傾斜になじませるよう、形態・意匠・色彩に配慮すること。
	□緑の骨格軸に位置する→　

□緑の骨格軸に位置しない
	□配慮した

□配慮していない
	

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・携帯電話基地局等の鉄塔類については、背景になじむよう形態・意匠に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・石垣、カー（湧水・井戸）、あしびなー(遊び場)などの集落を構成する要素が敷地内にある場合は、できる限り従前のまま残すこと。
	敷地内にある集落の構成要素の種類または名称
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	
	
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・赤瓦や琉球石灰岩などの本市又は本県の景観特性を特徴づける地場産材や、木材、石材などの自然素材の活用に努めること。
	□活用した

□活用していない
	
	

	・冷たさを感じさせる素材又は反射光のある素材については壁面などの大部分にわたっての使用を避けること。
	□使用した

□使用していない
	
	

	・耐久性及び耐候性に優れた素材をできる限り活用すること。
	□活用した

□活用していない
	
	

	・背景や立地場所を考慮し、周辺の景観になじむ色彩を使用すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・工作物の壁面の色彩(基調色)においては、落ち着いた白または淡い色彩を基調とし、周辺景観との調和に配慮すること。（マンセル・カラー・システム値：明度８以上、彩度２以下。ただし、木材、石材、素焼き、コンクリート、金属、ガラスなどの素材色は除く。）
	□該当する　→　→　→　

□該当しない
	□配慮した

（色彩の詳細は次のページに記入）

□配慮していない
	

	・携帯電話基地局等の鉄塔類の色彩については、周辺景観との調和に配慮すること。（例えば、背景が空の場合、マンセル・カラー・システム値は明度８以上、彩度２以下。背景が樹林地の場合、茶系（YR）で低明度、低彩度とする。）
	□該当する　→　→　→　

□該当しない
	□配慮した

（色彩の詳細は次のページに記入）

□配慮していない
	


別表「色彩・素材計画」

□外壁

	東面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


	西面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


	南面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


	北面
	
	種類等
	面積
	

	
	
	
	
	面積合計に対する使用割合

	
	仕上材

(人工)
	種類
	
	
	

	
	
	色彩
	基調色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	補助色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	
	
	アクセント色
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)
	
	㎡
	
	％

	
	仕上材

(自然)
	種類
	
	
	㎡
	
	％

	
	面積合計
	
	㎡
	
	％


□鉄塔類
	形状
	

	仕上材
	

	色彩
	色相(　　　)明度(　　　)彩度(　　　)


（３）緑化等

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	
	
	

	・緑地率５％以上または緑被率10％以上とすること。【商：区分イ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率10％以上または緑被率20％以上とすること。【商：区分ア・ウ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率及び緑被率に基づき緑化する場合は、できる限り道路・公園などの公共空間側に配置し、緑を感じられる街並みを演出すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・グスクロードに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を15％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・あやはしパールラインに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を20％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・道路や公園等の公共の場所に面する部分については、花などを植えることにより、明るく華やかな街並みづくりに努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内緑化にあたっては、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	重要な生息環境や樹木等
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・大規模な工作物においては、敷地内緑化、壁面緑化等により圧迫感の軽減に努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観をまもり・つくるため、できる限り水辺に面する部分の緑化に努めること。【海】
	□該当する→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	


別表「緑化基準計算シート」

□緑地率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	水平投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	沖縄の素材
	・

・

・

・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑地面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑地率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑被率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	屋上緑化・棚もの
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	フェンス・ブロック等の緑化

ベランダ・壁面緑化
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	垂直投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	
	㎡


	緑被面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑被率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑視率（太枠内の必要事項に記入してください）

	
	グスクロード・あやはしパールラインに接する部分の間口
	高さ
	面積

	空間領域
	
	ｍ
	×10ｍ＝
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離※
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	垂直投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	・
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	芝・芝ブロック・家庭菜園等
	水平投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	投影面積
	
	
	
	緑地面積

	屋上・壁面緑化等
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	垂直投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑視面積小計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑視率＝（Ｅ）/空間領域×100
	
	％


※：花壇・生垣等の公共空間からの距離は、緑地の公共空間側の立面と公共空間との境界線の間の距離を指す。

（１）高さ・配置

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・現況の地形を活かし、長大な法面や擁壁が生じないようにすること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、配置等に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（２）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・擁壁・法面を設ける場合は、できる限りゆるやかな勾配とするとともに、斜面の分節化や緑化、自然素材の活用等により圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・石垣、カー（湧水・井戸）、あしびなー(遊び場)などの集落を構成する要素が敷地内にある場合は、できる限り従前のまま残すこと。
	敷地内にある集落の構成要素の種類または名称
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	
	
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	


（３）緑化等

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	
	
	

	・緑地率５％以上または緑被率10％以上とすること。【商：区分イ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率10％以上または緑被率20％以上とすること。【商：区分ア・ウ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率及び緑被率に基づき緑化する場合は、できる限り道路・公園などの公共空間側に配置し、緑を感じられる街並みを演出すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・グスクロードに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を15％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・あやはしパールラインに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を20％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・宅地分譲に供する開発行為については、宅地内についても緑化を促進し、緑を感じられる街並みづくりに努めること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・敷地内緑化にあたっては、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	重要な生息環境や樹木等
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観をまもり・つくるため、できる限り水辺に面する部分の緑化に努めること。【海】
	□該当する→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	


別表「緑化基準計算シート」

□緑地率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	水平投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	沖縄の素材
	・

・

・

・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑地面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑地率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑被率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	屋上緑化・棚もの
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	フェンス・ブロック等の緑化

ベランダ・壁面緑化
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	垂直投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	
	㎡


	緑被面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑被率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑視率（太枠内の必要事項に記入してください）

	
	グスクロード・あやはしパールラインに接する部分の間口
	高さ
	面積

	空間領域
	
	ｍ
	×10ｍ＝
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離※
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	垂直投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	・
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	芝・芝ブロック・家庭菜園等
	水平投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	投影面積
	
	
	
	緑地面積

	屋上・壁面緑化等
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	垂直投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑視面積小計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑視率＝（Ｅ）/空間領域×100
	
	％


※：花壇・生垣等の公共空間からの距離は、緑地の公共空間側の立面と公共空間との境界線の間の距離を指す。

（１）高さ・配置

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・現況の地形を活かし、長大な法面が生じないようにすること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、配置等に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・道路、公園等の公共の場所から目立たせないよう、位置や規模に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
	


（２）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・行為によって法面が生じる場合は、できる限りゆるやかな勾配とするともに、斜面の分節化や緑化、自然素材の活用等により圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・石垣、カー（湧水・井戸）、あしびなー(遊び場)などの集落を構成する要素が敷地内にある場合は、できる限り従前のまま残すこと。
	敷地内にある集落の構成要素の種類または名称
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	
	
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	


（３）緑化等

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	
	
	

	・緑地率５％以上または緑被率10％以上とすること。【商：区分イ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率10％以上または緑被率20％以上とすること。【商：区分ア・ウ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率及び緑被率に基づき緑化する場合は、できる限り道路・公園などの公共空間側に配置し、緑を感じられる街並みを演出すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・グスクロードに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を15％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・あやはしパールラインに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を20％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・敷地内緑化にあたっては、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	重要な生息環境や樹木等
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・行為後は、できる限り緑の回復に努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観をまもり・つくるため、できる限り水辺に面する部分の緑化に努めること。【海】
	□該当する→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	


別表「緑化基準計算シート」

□緑地率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	水平投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	沖縄の素材
	・

・

・

・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑地面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑地率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑被率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	屋上緑化・棚もの
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	フェンス・ブロック等の緑化

ベランダ・壁面緑化
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	垂直投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	
	㎡


	緑被面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑被率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑視率（太枠内の必要事項に記入してください）

	
	グスクロード・あやはしパールラインに接する部分の間口
	高さ
	面積

	空間領域
	
	ｍ
	×10ｍ＝
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離※
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	垂直投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	・
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	芝・芝ブロック・家庭菜園等
	水平投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	投影面積
	
	
	
	緑地面積

	屋上・壁面緑化等
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	垂直投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑視面積小計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑視率＝（Ｅ）/空間領域×100
	
	％


※：花壇・生垣等の公共空間からの距離は、緑地の公共空間側の立面と公共空間との境界線の間の距離を指す。

（１）緑化など
	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・伐採は、最小限にとどめること。伐採後は、できる限り植林などの代替措置を講じ、緑の回復に努めること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に植栽をする場合は、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	□配慮した

□配慮していない
	


（２）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	


（１）高さ・配置

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・シンボル景観拠点や眺望拠点など主要な眺望点からの眺望や海岸線や低地部から主要な眺望点を見上げた時の眺望を阻害しないよう、高さ・配置に配慮すること。
	付近にある眺望点の名称

（行為地から見えるもののみ）
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき眺望景観はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・グスクなど地域を代表する景観資源、昔ながらの街並みが残る伝統的集落、地域の重要な祭事等が行われる場所の周辺においては、歴史・文化的な雰囲気を阻害しないよう、配置等に配慮すること。
	付近にある資源の名称
	
	□配慮した

□配慮していない

□配慮すべき資源はない
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	・道路、公園等の公共の場所から目立たせないよう、位置や規模に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・積み上げにあたっては、できる限り周辺の建築物の高さより低く抑えること。また、整然とした集積又は貯蔵とすること。
	□配慮した

□配慮していない
	


（２）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・垣又は柵を設ける場合は、できる限り生垣や、石材などの自然素材を活用すること。ブロック塀を用いる場合は、高さを抑えたり透過性を確保するなど、圧迫感の軽減と周辺景観への調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	

	・石垣、カー（湧水・井戸）、あしびなー(遊び場)などの集落を構成する要素が敷地内にある場合は、できる限り従前のまま残すこと。
	敷地内にある集落の構成要素の種類または名称
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	
	
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	


（３）緑化等

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	
	
	

	・緑地率５％以上または緑被率10％以上とすること。【商：区分イ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率10％以上または緑被率20％以上とすること。【商：区分ア・ウ】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率20％以上または緑被率30％以上とすること。【海】【緑】【住】【工】
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑地率
	
	％
	

	
	
	□緑被率
	
	％
	

	・緑地率及び緑被率に基づき緑化する場合は、できる限り道路・公園などの公共空間側に配置し、緑を感じられる街並みを演出すること。
	□配慮した

□配慮していない
	
	

	・グスクロードに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を15％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・あやはしパールラインに位置付けられた道路沿いの敷地は、道路に面する部分の緑視率を20％以上とすること。
	□該当する→　→

□該当しない
	□緑視率
	
	％
	

	・敷地内緑化にあたっては、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	重要な生息環境や樹木等
	
	□保存・移設・復元
□消失（全部・一部）

□敷地内にない
	

	・海や河川沿いにおいては、自然とうるおいを感じられる水辺景観をまもり・つくるため、できる限り水辺に面する部分の緑化に努めること。【海】
	□該当する→　→

□該当しない
	□配慮した

□配慮していない
	


別表「緑化基準計算シート」

□緑地率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	水平投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等
	・

・

・
・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	沖縄の素材
	・

・

・

・

・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑地面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑地率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑被率（太枠内の必要事項に記入してください）

	敷地面積
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	屋上緑化・棚もの
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	フェンス・ブロック等の緑化

ベランダ・壁面緑化
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	垂直投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	50㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	13㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	２ｍ以下
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	
	㎡


	緑被面積合計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑被率＝（Ｅ）/敷地面積×100
	
	％


□緑視率（太枠内の必要事項に記入してください）

	
	グスクロード・あやはしパールラインに接する部分の間口
	高さ
	面積

	空間領域
	
	ｍ
	×10ｍ＝
	
	㎡


	
	種類（具体的に記入）
	公共用地からの距離※
	投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	生垣・花壇等
	垂直投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	・
	２ｍを超える
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	芝・芝ブロック・家庭菜園等
	水平投影面積
	・
	２ｍ以内
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	生垣・花壇等の面積小計（Ａ）
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	投影面積
	
	
	
	緑地面積

	屋上・壁面緑化等
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	屋上・壁面緑化等面積小計（Ｂ）
	
	㎡

	
	種類（樹種等を記入）
	基準面積
	数量
	
	係数
	
	緑地面積

	樹木（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	2.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-①）（公共用地からの距離が２ｍ以内）
	
	
	
	㎡

	樹木（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	高木
	円錐形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	卵円形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	20㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	30㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	中木
	卵円形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	球形
	・
	7㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	盃状形
	・
	3㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	楕円形
	・
	5㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	傘型
	・
	8㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	
	ヤシ型
	・
	2㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	
	低木
	
	・
	1㎡
	×
	
	本
	×
	1.0
	＝
	
	㎡

	樹木小計（Ｃ-②）（公共用地からの距離が２ｍを超える）
	
	
	㎡

	
	種類（具体的に記入）
	垂直投影面積
	
	係数
	
	緑地面積

	沖縄の素材
	水平投影面積
	・

・
	
	㎡
	×
	0.5
	＝
	
	㎡

	沖縄の素材面積小計（Ｄ）
	
	㎡


	緑視面積小計（Ｅ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ-①）+（Ｃ-②）+（Ｄ）
	
	㎡


	緑視率＝（Ｅ）/空間領域×100
	
	％


※：花壇・生垣等の公共空間からの距離は、緑地の公共空間側の立面と公共空間との境界線の間の距離を指す。

（１）形態・意匠・色彩

	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・護岸等の整備にあたっては、できる限り石材等の自然素材と用いること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・擁壁・法面又は垣・柵を設ける場合は、自然素材の活用等により周辺の水辺景観との調和に配慮すること。
	□配慮した

□配慮していない
□該当しない
	


（２）緑化など
	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・できる限り従前の地形や砂浜、岩など、海・河川景観を構成する自然環境を残すこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に植栽をする場合は、地域の植生等と調和する種類を選ぶこと。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・敷地内に地域にとって重要な動植物の生息環境がある場合や地域の景観を特徴付ける樹木等がある場合は、それらをできる限り自然のままの状態で残すこと。
	□配慮した

□配慮していない
	


（１）照明
	全般について工夫した点や配慮できなかった点

（配慮しなかった点について代替措置を講じた場合はその内容も記入してください）

	


	基準
	チェック欄
	備考

（配慮事項や配慮しない理由などを記入）

	・特定の対象物を照射するものであること。
	□配慮した

□配慮していない
	

	・対象物以外への照射は最小限とし、光源の照射角度を下げる、光源等にカバーやルーバーを設置する等により、周辺や上空へ光が漏れるのを防止すること。
	□配慮した

□配慮していない
	




















計算の詳細は5～7ページに記入してください









































































































































計算の詳細は5～7ページに記入してください































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（色彩の詳細は次のページに記入）



























































































































































計算の詳細は5～7ページに記入してください














（色彩の詳細は次のページに記入）








計算の詳細は8～10ページに記入してください


















































計算の詳細は8～10ページに記入してください
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